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Weinstein〔6〕によって提唱された γTXA と Piの間の1次の相関を理論的に検討す声o
§2 TAフォノンの軟化効果と圧力誘起相転移
我々は,Tablelに実験値 〔1-18〕と共にX,L点でのTAモー ドGrtineisen パラメ
ータγ芸A, γTLAと相転移圧力 plの得られた結果を示す｡ここで,遮蔽関数 〔19-23〕の
選択による計算値のばらつきと γTA〔卜 6〕に関する実験誤差も示すoTablel における
riA とγTLAに対するPtの相関も又,Fig･1と2 に表わす｡Fig･1及び 2で‥ 点○と●
は,理論値及び実験値を示す｡図中の縦線 と横線は,計算結果のばらっきと実験誤差を表わす
が,Fig.1中の破線で表わされた Weinsteinの1次の相関近傍の点○と Fig.2 中の全部
の○に対しては省略される｡たとえ,計算値のばらつきと実験誤差を考慮 しても,AISb,
GaAs,InP,ZnS,ZnSe,CdTeに関す-る γ芸A 対 ptの我々の計算値は,Fig･1に示
される Weinsteinの1次相関からずれる.我々は又 Tablel中のPt〔7-18〕 の実験値
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-23〕で相転移圧力 pt下で,Ⅹ及び1点でのTAモード振動数 yTA(Pt) を計算する｡我
我払 Table2にⅩ及びL点で得られたTAモード振動数の相対的軟化 AyTA/yTAを示すo
ここで, AリTAはTAフォノン振動数のずれ,すなわち, PTA(Pl)--yTAで, yTA は大気圧
下の値であるoTable2から,我々は,Ⅹ点でのTAフォノンの軟化がL点でのと比較して
Table2
･V苔A/VTXA △VをA/VをA I 1･V苔A/V苔A AVtJA/Vt'A_｣
~畠i 一〇.20も0-0.19 -0.18t0-0.17 l ⅠnP -0.28も0-0.26 -0.27も0-0.25 fl
Ge -0.22t0-0.20 -0.06t0-0.05 】～ InAs -0.20 t0-0.19 -0.33to-0.31
AI戸 -0.16t0-0.15 -0.10t0-0.09 ! Ⅰnsb -0.30も0-0.28 --0.36t0-0.34∴18 七〇一 17 1 15 ■As ～7 6 2 ll ZS
Alsわ -0.18t0-0.17 -0.13t,0-0.12 ZnSe -0.24t0-0.22 -0.26t0-0.24 i_ 30 o_ 8 _ 9 o_ 7 1.15も 14 ∴ 14 ｡ 13 I
Gap -0.20t0-0.19 -0.22t0-0.20 ZnTe
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